
日常にある身近な宇宙
～曜日はなぜ７日あるのか？～

“学ぶということ”

入場無料

先着120人

【主 催】三鷹市
【共 催】公益財団法人三鷹市スポーツと文化財団
【問い合わせ】生涯学習センター 0422-45-1148

（※ 3月30日（木）以降は0422-49-2521）

池内 紀（いけうち おさむ）

渡部 潤一（わたなべ じゅんいち）

三鷹中央防災公園・元気創造プラザ

生涯学習センター

４.９
〔日〕

午後２時～３時３０分（開場は午後1時30分）

入場整理券配布は正午から（生涯学習センター）

●時 間

４階 生涯学習センター ホール

元気創造プラザ（三鷹市新川6-37-1）

●会 場

４.８
〔土〕

1940年、兵庫県姫路市生まれ

主な著書に『ゲーテさんこんばんは』（桑原武夫学芸賞）、『海山のあい
だ』（講談社エッセイ賞）、『二列目の人生』、『恩地孝四郎』（読売文学
賞）など。訳書に『カフカ小説全集』（全6巻、日本翻訳文化賞）、『ファウ
スト』（毎日出版文化賞）など。まち歩き、自然にまつわる本も、『ニッポン
周遊記』、『森の紳士録』など多数。

手話通訳
付き

1960年、福島県会津若松市生まれ

太陽系小天体の観測的研究を行う傍ら、最新の天文学の成果を、講演・
執筆などを通して易しく伝えるなど、幅広く活躍している。主な著書に『最
新 惑星入門』、『面白いほど宇宙がわかる15の言の葉』、『天体写真でひ
もとく宇宙のふしぎ』、『夜空からはじまる天文学入門』、『ガリレオがひらい
た宇宙のとびら』、『新しい太陽系』など。

各日ともに

会 場

時 間

ドイツ文学者、エッセイスト

国立天文台 副台長


